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方 も立 ち遅れてい るも ､
輸送係数に関連 して､最近-i-非線型応答の一般論 (V.V.Slezov :Sovi-
et Physics,SolidSもate.互,-2166(19614))が出されたが､ ここでは
外場についての巾級数展開で､-各巾の一般化された応答関数 と熱的 グ 71-ン関
数の解析的関係が示さ･れただけで.この理論から､例 えばJcxlJEとい うよう
を特性がいかにして導かれ るか等は､甚だ疑問のように も思われ る｡
最後に現象論と基礎論 (粒子的取 り√扱い)との関係についてふれ よう.現象
論 では､巨視的振動の不安定性が問題妄d)に対 して､基礎論では微視的揺動の
それを問題にじており､両者は明 らかに異った対象を扱っている｡例えば プラ
ズマの異常拡散では､.lscreⅦ instability は鮒者に､ drifちins七abil_i-
tyは後者に対応す る｡又固体でも_ フォノンの音波では成長率の改薮依存性
ヽ
が異って く争oしかし､与えられた定常藤の下での輸送係数への きき方 を問題




二次といわれ る転移の比熱をその形か ら分類す ると_ 由対数発散を もつ ま
たは もつ らしい もの_ ⑦ もつと速い発散を示す も,の､ ③発散の しるLが貴
くて皿 renfest的を もの､に をるQ ①では j韻 の1転移のCpや､A,02の
臨界点での C-Vの外に磁性体のいくつかでかをりはっ きりしているo気一液
臨界点の熱力学は従来の解釈を改めねばを ら葱いが.本質的を困蟹はをい らし






で有限でをければを らをいO適当をスピン系について発散を準 える原西 を調べ
る必要があ るO (格子振動 ,不純物 ,結晶場等) ① は分子隆結晶の A転移で
ある｡ C)TderTdisorder的を協力系が内蔵されているを らば､ Cvが対数発
散を試す と期待され るが_ この点はまだ確かめられていを い｡ こ_の場合に も転
移点では Cvは有限とをろうO ①の例は､ よく知 られてい るように､超伝導
体 である (この外に 釘lilinehydrobro王妃deの例がある)O 発散が現れを
い理由はすでに論じられでいるが､その他にt分子場吏似が何散 よく成立す る
か その理由を明らかにす ること も大切であろ うO
二次転移点近傍の比熱の解析
山 本 研 究 室
液体 fSeの 1点近傍中_ アル ゴンや酸素の臨界点附近での比熱は_現在迄の
ところ iT-T}王-0のと き依然10garithmic串ngularityを保ってい
るよ うに見える｡一万一 固体では､種々を typeJ-の~比熱が何時迄 も増大せず､
磁性体の中に､ lTTTIZ-0のとき:､･,semii.og -plo七が Iinearか ら







Jと仮 定 す る o r e al sa甲pleは転移点 をTcとするsubsysteⅡ】の集合と考 え一
･:_Tc は あ る l範 の 周 狛 ここGausS分布 しており､比熱の形は共通とす る0
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